
都道府県を中心とした自治体システムの共同調達の
推進に向けたウェブページの更新等について

資料４

2025年９月19日
国・地方デジタル共通基盤推進連絡協議会ワーキングチーム（第８回）



2

・2025年２月総務省とデジタル庁のウェブサイトに共同調達のページを開設。共同調達の説明に加えて、各都道府県の共同調達の事例の情報
を収集した共同調達ダッシュボードを掲載

・ウェブページ開設当初のダッシュボードの情報は2024年1月末時点であったため、再度調査を実施し2025年4月末のデータに更新

共同調達ウェブサイト
及びデジタル庁のウェブサイトで公開中

共同調達ダッシュボード
※埋め込み

共同調達ダッシュボード
※別画面

総 務 省 共同調達ウェブサイト https://www.soumu.go.jp/denshijiti/kyoudou_dashboard.html
デジタル庁 共同調達ウェブサイト https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/prefecture_local_government_system_joint_prefecture

共同調達ウェブサイトにおける共同調達ダッシュボードの公開

https://www.soumu.go.jp/denshijiti/kyoudou_dashboard.html
https://www.digital.go.jp/resources/govdashboard/prefecture_local_government_system_joint_prefecture


3

・電子申請・納付システム等５つのシステムが20事例以上導入しており共同調達による導入が全国的に浸透してきている。
・前回調査と比較して多く増えたのは災害対応システム（＋５件）、AI議事録作成・音声文字起こしシステム（＋４件）となっている。

共同調達ダッシュボード掲載案件数（システム別）
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共同調達ダッシュボード掲載案件数（団体別）

平均 6.2 件
（＋1.0件）

・掲載案件数の合計は前回調査245件（2024.1末時点）から47件増加し292件（2025.4末時点）となっている。
・１団体あたり平均も5.2件から6.2件に増加している。
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前回調査（2024.1末）掲載案件数

前回調査と今回調査（2025.4末）の
掲載案件数の差分



共同調達ダッシュボード事例詳細画面

5

作成に稼働のかかる
仕様書等の共有可否を掲載掲載情報以外の内

容の問い合わせ等
が可能

【新規機能】
デジタルマーケット
プレイス※に掲載さ
れているサービスは、
詳細ページにリンク

※クラウドソフトウェア（SaaS）やその導入支援の情報が公開され、行政自治体が調達の企画・選定に活用できるプラットフォーム

https://www.dmp-official.digital.go.jp/
https://www.dmp-official.digital.go.jp/


6

デジタルマーケットプレイス ソフトウェア詳細画面（トップ画面）

本ページをスクロールす
ると、目次に記載されて
いるようなサービスの詳
細が確認できる

標準的な価格の情報につ
いて掲載

ダッシュボードの事例詳細画面からデジタルマーケットプレイスのソフトウェア詳細画面に推移
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デジタルマーケットプレイス ソフトウェア詳細画面（サービス詳細）

紹介URLや説明資料でさらに
詳しく調べることが可能
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共同調達ウェブページにおける事例集の紹介
① デジタル庁 ② 総務省



自治体DX推進参考事例集【第3.0版】【４.共同調達】
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共同調達の優良事例を事例集として紹介（熊本県、岐阜県、長野県、大阪府の4事例）



共同調達ダッシュボードに掲載された共同調達の効果

〇 スケールメリットによるコスト削減効果 
単独調達と比較して平均3～4割のコスト削減  

〇 業務効率化・負担軽減 
調達事務の集約化、仕様策定・契約業務の効率化、運用管理の一元化 

■ 共同調達の主な効果

① コスト削減額
数千万円～十数億円のコスト削減を実現した事例あり

12.5億円 ：システム導入運用コスト総額の削減 （鳥取県） 

1.3億円   ：東北6県共同調達による移行コスト削減 （新潟県） 

4270万円 ：年間コスト削減効果 （三重県） 

1200万円  ：3年間の共同申込特別割引効果 （鳥取県）

② コスト削減率

0 20 40 60 80

電子契約（岐阜県）※標準価格からの割引率

セキュリティクラウド（鳥取県）

AIチャットボット（熊本県）

災害対策応援システム（島根県）

AI議事録・音声文字起こし（熊本県）

ビジネスチャットツール（福岡県）

※その他、共同調達により97％の費用削減を実現した事例あり

〇 サービス・業務標準化 
自治体間の業務プロセス統一、セキュリティ水準の均質化、地域間格差解消 

〇 ノウハウ・データ共有
AI学習データ・帳票定義・フォーム・運用事例の蓄積と共有による相乗効果

■ コスト削減効果の例

（単位：％）

約３～４割程度のコスト削減効果
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活用状況 課題・改善点 優れた点

・まずは情報を入手する最初の入り口と
して活用している。

・自団体と同じ規模間の事例を参考にし
ている。

・ダッシュボードに記載されている他団
体の連絡先に問合せをしている。同様
に、ダッシュボードの情報を見て多く
の問合せも受けている。

・ダッシュボードにすでに掲載されてい
るシステムを優先的に検討の候補とし
ている。

・どういった分野のシステムが共同調達
で実績が多いか確認している。

・活用しているのは都道府県の共同調達に
関係する職員が中心で、幹部や原課職員
の認知度は低いのではないか

・市区町村の職員における認知度は低い

・料金の詳細、カスタマイズの内容、調達
時の苦労などさらに詳細な情報を掲載し
てほしい

・仕様書等ダウンロードできる環境であれ
ばいつでも使えてよい。

・全国初である事例や特徴的な事例がハイ
ライトされているとよい
※現時点では事例集で紹介

・視覚的なわかりやすさ、検索のしやすさ
に優れている

・連絡先が記載されているので案件の詳細
が確認できてよい

共同調達ダッシュボードに関するヒアリング結果
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